
第 4回定例会�

行政視察の復命を義務化������������������������������������ P　2
８会計の補正予算を可決������������������������������������ P　4
常任委員会審査報告��������������������������������������������� P　6
市政をただす　一般質問������������������������������������ P　8

第２回臨時会�

市職員の給与を減額改定������������������������������������ P13
議会改革調査特別委員会�

視察研修報告��������������������������������������������������������� P14
�

おしえて !?��議会用語����������������������������������������������� P15

11月16日 議会改革調査特別委員会視察研修（会津若松市役所前にて）

NO.23
平成24年２月15日発行
発行 : 栃木県下野市議会
編集 : 議会広報特別委員会

ホームページ : http://www.city.shimotsuke.lg.jp
E-mail: gikai@city.shimotsuke.lg.jp



行
政
視
察
の
復
命
を
義
務
化

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

行
政
視
察
の
復
命
を
義
務
化

2下野市議会だよりＮｏ.23

第
４
回
定
例
会

　定例会最終日の1₂月₂1日、本会議
において議会改革調査特別委員会の
中間報告が、松本委員長よりなされ
ました。
　中間報告された決定事項はすぐ行
うこととし、直ちに議会改革調査特
別委員会の視察研修報告がなされま
した。
　今後は、残りの５項目について協
議・検討をしていくことになります。

一般質問では多数の傍聴者がいらっしゃいました

12月７日～21日（15日間）12月７日～21日（15日間）12月７日～21日（15日間）

平成23年平成23年平成23年 第４回第４回第４回

下野市議会定例会下野市議会定例会下野市議会定例会

　

平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
21
日

ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
案
８
件
、

条
例
改
正
案
２
件
、
及
び
そ
の
他
の
議
案
７
件
が
提
出

さ
れ
、
す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
か
ら
陳
情
採
択
に
よ
る
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
委
員

会
の
中
間
報
告
と
視
察
研
修
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

な
お
、
一
般
質
問
で
は
９
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
市

の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会

会

期

日

程

12
月

７
日　

本
会
議
【
開
会
】

（
議
案
の
説
明
）

８
日　

本
会
議

（
一
般
質
問
）

９
日　

本
会
議

（
一
般
質
問
）

12
日　

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

13
日　

総　
　

務

常
任
委
員
会

（
付
託
議
案
審
査
）

14
日　

経
済
建
設

常
任
委
員
会

（
付
託
議
案
審
査
）

15
日　

教
育
福
祉

常
任
委
員
会

（
付
託
議
案
審
査
）

21
日　

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、
表
決
）
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第
４
回
定
例
会

　

下
野
市
議
会
改
革
調
査

特
別
委
員
会
の
中
間
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
平
成
22

年
９
月
27
日
の
第
３
回
定

例
会
本
会
議
に
お
い
て
、

「
下
野
市
議
会
改
革
を
進

め
る
た
め
の
調
査
・
検
討
」

を
目
的
に
、
議
長
を
除
く

議
員
全
員
が
委
員
と
な
り

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
が
進
展
し
、

地
方
自
治
体
は
み
ず
か
ら

の
責
任
に
お
い
て
事
務
を

決
定
す
る
こ
と
と
な
り
、

権
限
が
強
化
さ

れ
た
結
果
、
議

会
の
担
う
べ
き

役
割
や
責
任
も

大
き
く
な
り
ま

し
た
。
地
方
議

会
を
担
う
議
員

が
、
そ
の
責
務

を
果
た
し
て
い

く
た
め
に
は
、

二
元
代
表
制
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、

首
長
と
相
互
の

抑
制
と
均
衡
を
図
り
な
が

ら
、
自
治
体
の
自
立
に
対

応
で
き
る
議
会
へ
と
改

革
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
議
会
は
、

市
民
の
意
見
を
代
表
す

る
合
議
機
関
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
公
正

で
透
明
な
議
会
運
営
や

開
か
れ
た
議
会
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

経
過
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
23
年
５
月
10

日
、
７
月
15
日
、
及
び
８

月
12
日
に
、
計
３
回
の
委

員
会
を
開
催
し
検
討
事
項

を
協
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
改
革
と
議
会
基
本
条

例
に
つ
い
て
、
10
月
18
日

に
は
講
師
を
招
い
て
勉
強

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
11
月
16
日
・
17
日
に

は
福
島
県
会
津
若
松
市
議

会
及
び
栃
木
市
議
会
を
視

察
研
修
し
ま
し
た
。

　

議
長
か
ら
諮
問
さ
れ
た

８
項
目
の
な
か
、
３
項
目

に
つ
い
て
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

①
傍
聴
者
へ
通
告
書
写
し

の
配
布
に
つ
い
て
は
、
表

決
に
よ
り
、
従
来
ど
お
り

通
告
書
写
し
は
配
布
せ
ず
、

一
覧
表
の
み
を
配
布
す
る
。

②
本
会
議
等
録
画
放
映
に

つ
い
て
は
、
費
用
が
高
額

に
な
る
こ
と
か
ら
、
新
庁

舎
建
設
に
あ
わ
せ
て
設
置

す
る
よ
う
議
会
と
し
て
要

望
す
る
。

③
行
政
視
察
の
復
命
に
つ

い
て
は
、
研
修
前
に
委
員

会
に
お
い
て
研
修
内

容
を
検
討
し
、
研
修

後
に
委
員
会
を
開
催

し
執
行
部
と
協
議
を

行
う
。
ま
た
、
研
修

報
告
書
を
委
員
長
が

作
成
し
、
本
会
議
で

委
員
長
が
報
告
す
る
。

　

引
き
続
き
議
会
改

革
に
つ
い
て
、
協
議
・

検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告（
抜
粋
）

本会議で委員会の中間報告をする松本委員長

委員会のようす

議 長 か ら の 諮 問 事 項
① 傍聴者へ通告書配布（コピー）につ

いて
②本会議等録画放映について
③行政視察の復命について
④ 審議会、委員会への委員選出方法と

報酬のあり方について
⑤市民からの意見聴取について
⑥市民への議会活動報告義務について
⑦議員定数と報酬について
⑧議会基本条例について

委 員 会 検 討 結 果（ 中 間 報 告 ）
①傍聴者への一般質問通告書配布（コピー）配布
　�　通告書の写しは配布せず従来どおり一覧表の

みの配布とする。

②本会議等録画放映
　�　費用が高額になることから、新庁舎建設にあ

わせて設置するよう議会として要望する。

③行政視察の復命
　�　研修前に委員会を開催し研修内容を検討し、

研修後に執行部と協議を行う。また、報告書を

委員長が作成し、本会議で委員長が報告する。
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一
般
会
計

　

歳
入
に
つ
い
て

は
、
市
税
の
調
定

見
込
額
の
増
や
、

学
校
施
設
環
境
改

善
交
付
金
を
初
め

と
す
る
各
種
交
付

金
等
の
額
の
確
定
、

及
び
必
要
な
市
債

等
の
補
正
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歳
出
に

つ
い
て
は
、
３
月

11
日
の
地
震
に
よ

り
落
下
し
た
ふ
れ
あ
い
館

屋
内
プ
ー
ル
天
井
の
改
修

工
事
費
、
道
路
整
備
事
業

等
の
事
業
費
確
定
に
伴
う

変
更
、
障
が
い
者
自
立
支

援
や
生
活
保
護
の
受
給
対

象
者
増
に
伴
う
増
額
等
を

計
上
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
財
源
調
整
と
し
て
財
政

調
整
基
金
や
減
債
基
金
へ

の
積
立
金
を
計
上
し
ま
し

た
。

国
民
健
康
保
険
特
別 

会
計

　

前
期
高
齢
者
交
付
金
及

び
一
般
会
計
か
ら
の
保
険

基
盤
安
定
繰
入
金
の
額
の

確
定
に
伴
う
増
額
補
正
を

計
上
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
（
保
険
事

業
勘
定
）
特
別
会
計

　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
に
不
足
が
見
込
ま

れ
る
た
め
増
額
計
上
し
ま

し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計

　

平
成
22
年
度
分
の
消
費

税
納
付
額
の
確
定
に
伴
う

事
務
費
充
当
分
の
減
額
と
、

下
水
道
管
布
設
工
事
２
カ

所
の
事
業
費
を
計
上
し
ま

し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計

　

平
成
22
年
度
分
の
消
費

税
納
付
額
の
確
定
に
伴
う

事
務
費
充
当
分
の
減
額
と
、

武
名
瀬
川
土
地
改
良
関
連

詳
細
設
計
の
補
正
を
計
上

し
ま
し
た
。

宇
都
宮
都
市
計
画
事
業

下
古
山
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計

　

清
算
徴
収
金
の
増
額
、

清
算
金
の
供
託
に
伴
う
官

報
へ
の
広
告
料
を
計
上
し

ま
し
た
。

小
山
栃
木
都
市
計
画
事

業
仁
良
川
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
に
お
け
る
各
補
助

金
の
額
の
確
定
に
伴
う
補

正
を
計
上
し
ま
し
た

水
道
事
業
会
計

　

資
本
的
収
入
に
お
い
て
、

建
設
課
関
連
事
業
の
工
事

着
手
が
見
込
め
な
い
た
め

負
担
金
の
減
額
補
正
を
計

上
し
ま
し
た
。

下
野
市
税
条
例
等
の
一

部
改
正

　

厳
し
い
経
済
状
況
と
雇

用
情
勢
に
対
応
す
る
た
め

地
方
税
法
及
び
政
令
の
一

部
改
正
が
６
月
30
日
付
け

で
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。
（
全
会
一
致
）

　

主
な
改
正
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
寄
附
金

控
除
の
拡
充

②
国
税
に
あ
わ
せ
た
罰
則

額
の
見
直
し

③
肉
用
牛
売
却
に
よ
る
農

業
所
得
の
課
税
の
特
例

下
野
市
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
が
６
月
30

日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
適
用
す
る
条
項
に

合
わ
せ
る
た
め
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
）

第
４
回
定
例
会

　平成23年度一般会計補正予算

案、６特別会計補正予算案、及

び水道事業会計補正予算案が提

出され、次のとおりすべて全会

一致で可決されました。�

■平成23年度各会計補正予算� （単位：千円）

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一般会計 5億102万8� 216億2929万4

特別

会計

国民健康保険 1億1694万8� 55億1474万8

介護保険（保険事業勘定） 700万0� 27億9627万5

公共下水道事業 △1488万4 �16億9503万2

農業集落排水事業 646万1 �4億6794万8

下古山土地区画整理事業 33万9� 4790万0

仁良川地区土地区画整理事業 △2300万0� 5億2593万0

企業

会計
水道事業� 資本的収入 △1500万0 6800万0

ふれあい館の復旧工事がはじまる

条
例
そ
の
他
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市11公共施設の指定管理者を指定

栃
木
県
市
町
村
総
合
事

務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
増

加
及
び
栃
木
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
非
常
勤
職
員
の
公
務
災

害
ま
た
は
通
勤
災
害
に
対

す
る
補
償
事
務
と
、
公
立

学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯

科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の

公
務
災
害
に
対
す
る
補
償

事
務
を
共
同
処
理
と
す
る

規
約
の
変
更
や
、
当
該
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
を
増
加
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
決
し
ま
し

た
。�

（
全
会
一
致
）

小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
規
約
の
一
部
変
更

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か

ら
共
同
処
理
事
務
に
つ
い

て
、
下
野
市
旧
石
橋
町
の

区
域
及
び
上
三
川
町
が
参

加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ

と
に
つ
い
て
議
決
し
ま
し

た
。�

（
全
会
一
致
）

団
体
営
土
地
改
良
事
業

の
計
画
の
変
更

　

平
成
19
年
度
か
ら
23
年

度
ま
で
の
計
画
で
実
施
し

て
い
る
団
体
営
土
地
改
良

事
業
に
つ
い
て
、
事
業
費

が
当
初
の
９
８
０
０
万
円

に
対
し
、
１
億
１
１
１
５

万
円
に
変
更
と
な
る
こ
と

に
つ
い
て
増
加
額
が
１
０

０
分
の
10
を
超
え
る
こ
と

か
ら
、
土
地
改
良
法
の
規

定
に
よ
り
議
決
し
ま
し
た
。

（
全
会
一
致
）

■市公共施設指定管理者指定一覧� （平成24年４月１日指定）

施設の名称 施設の所在 団体の名称

下野市仁良川

コミュニティセンター
仁良川1468番地

仁良川コミュニティセンター

運営協議会

下野市グリーンタウン

コミュニティセンター
緑三丁目5番地4

グリーンタウンコミュニティ

推進協議会

下野市上町

コミュニティセンター
石橋436番地5

石橋上町コミュニティ

推進協議会

下野市栄町

コミュニティセンター
石橋790番地4 栄町コミュニティ推進協議会

下野市石橋駅前

コミュニティセンター
石橋214番地6

石橋駅前コミュニティ

推進協議会

下野市石橋中央

コミュニティセンター
石橋1569番地3

石橋中央コミュニティ推進協

議会

下野市石北

コミュニティセンター１号館
上古山708番地94

石北地区コミュニティ

推進協議会

下野市石北

コミュニティセンター２号館
下古山2954番地5

石北地区コミュニティ

推進協議会

下野市市民農園 薬師寺2850番地1 財団法人下野市農業公社

下野市農村レストラン

レストハウスしもつけ
国分寺994番地9

レストハウスしもつけ

管理組合

グリムの森・グリムの館施設 下古山747番地 財団法人グリムの里いしばし

第
４
回
定
例
会

　右の市公共施設における指定管

理者について、指定期間が平成24

年３月31日をもって満了になるこ

とから、指定管理者の指定を行い

ました。

　なお、指定期間は平成24年４月

１日から平成27年３月31日までの

３年間となります。

（すべて全会一致）

グリムの森・グリム館

栃
木
県
弁
護
士
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

を
採
択
し
、
意
見
書

を
政
府
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

（
要
旨
）

　

平
成
21
年
５
月
に
裁
判

員
裁
判
が
開
始
さ
れ
た
。

裁
判
員
で
あ
る
市
民
の
意

見
を
最
大
限
反
映
し
、
裁

判
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
に
は
、
裁
判
が
市
民
に

と
っ
て
分
か
り
や
す
い
も

の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、

取
調
べ
の
可
視
化(

取
調

べ
の
全
過
程
の
録
画)

は

不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。

　

取
調
べ
を
全
て
録
画
す

る
こ
と
で
、
取
調
べ
の
状

況
が
検
証
可
能
と
な
り
、

裁
判
員
が
供
述
調
書
の
任

意
性
や
信
用
性
の
判
断
を

容
易
に
、
か
つ
正
確
に
な

し
う
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、
密
室
で
の
取
調

べ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
自

白
強
要
や
虚
偽
自
白
と
と

も
に
、
冤え
ん

罪ざ
い

を
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

速
や
か
に
取
調
べ
の
全

過
程
の
録
画
を
行
う
こ
と

で
、
取
調
べ
の
可
視
化
が

実
現
さ
れ
る
よ
う
求
め
る
。

意
見
書
を
提
出

取
調
べ
の
可
視
化
（
取
調
べ
の
全
過

程
の
録
画
）
の
速
や
か
な
実
現
推
進

を
求
め
る
意
見
書
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常任委員会
審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告
常任委員会
審 査 報 告平

成
23
年
11
月
15

日
か
ら
始
ま
っ
た

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
、

割
引
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を

実
際
に
体
験
し
シ

ス
テ
ム
等
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
24
年

１
月
４
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
の
３
か
月
間
利
用
で

き
る
無
料
券
を
80
歳
以
上

の
登
録
者
に
６
枚
ず
つ
配

布
す
る
。
割
引
制
度
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

グ
リ
ム
の
森
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
施
設
の
設
計
費
が
補
正

予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
収
納
施
設
と
理
解
し
て

い
い
の
か
。
ま
た
、
建
設

時
期
と
費
用
に
つ
い
て
も

伺
う
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
活
動
支
援
施

設
と
い
う
限
定
で
は
な
く
、

グ
リ
ム
の
館
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
延
べ
５
０
０
人
の

方
が
も
っ
と
活
発
に
活
動

で
き
る
施
設
と
し
て
、
平

成
24
年
度
予
算
で
の
建
設

を
考
え
て
お
り
、
費
用
は

２
千
万
円
弱
を
見
込
ん
で

い
る
。

市
道
国
１-

７
号

線
（
笹
原
地
内
）

の
整
備
進
捗
状
況
は
。

こ
の
市
道
は
市
新

庁
舎
建
設
予
定
地

と
近
い
た
め
、
新
庁
舎
と

国
道
４
号
線
の
協
議
と
並

行
し
て
進
め
る
よ
う
に
と

国
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、

国
と
の
協
議
に
時
間
が
か

か
っ
た
。
平
成
23
年
９

月
に
協
議
が
整
っ
た
の

で
、
12
月
に
地
元
説
明

会
を
実
施
し
た
。
今
後
、

用
地
測
量
を
行
い
、
用

地
買
収
等
を
進
め
て
い

く
。
な
お
、
総
事
業
費

は
５
億
円
を
見
込
ん
で

い
る
。

総務

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
割
引
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
可
能
か

教育
福祉
グ
リ
ム
の
森
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
施
設
の
詳
細
は

経済
建設
市
道
国
１
︱
７
号
線
整
備
の
進
捗
状

況
は

各常任委員会の審査状況を報告します

整備が待たれる市道国1－7号線

問答

グ
リ
ム
の
森
で
は
１
月
５
日
ま
で

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た

問問 答答

委

員

会

報

告

経済建設常任委員会総務常任委員会

期間限定で利用できる「おでかけ号」の無料券

○
委
員
会
の
意
見

　

多
く
の
市
民
が
デ
マ

ン
ド
バ
ス
を
利
用
し
や

す
い
方
策
等
を
研
究
さ

れ
る
よ
う
望
む
。
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生
活
保
護
認
定
の

調
査
内
容
と
転
入

者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

生
活
保
護
の
認
定

は
、
生
活
保
護
法

に
基
づ
き
、
税
務
調
査
、

家
族
構
成
、
資
産
状
況
等

を
市
職
員
４
名
が
不
備
な

く
調
査
し
て
決
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
転
入
者
に
つ

い
て
は
住
民
登
録
は
不
要

で
あ
り
、
前
住
所
地
に
確

認
し
た
上
で
調
査
を
し
、

要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば

生
活
保
護
の
申
請
が
可
能

で
あ
る
。

石
橋
地
区
の
ビ
ニ

プ
ラ
ご
み
処
理
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

石
橋
地
区
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
国
分
寺
・
南
河
内

地
区
と
同
様
に
ビ
ニ
プ
ラ

ご
み
の
分
別
を
開
始
す
る
。

宇
都
宮
市
と
の
協
定
に
よ

り
、
25
年
度
か
ら
ク
リ
ー

ン
パ
ー
ク
茂
原
に
ビ
ニ
プ

ラ
ご
み
を
搬
入
で
き
な
く

な
る
の
で
、
27
年
度
ま
で

は
下
野
市
独
自
で
処
理
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
処
理
先
に
つ
い

て
市
内
業
者
と
協
議
し
て

い
る
。

道
の
駅
し
も
つ
け

に
電
気
自
動
車
充

電
施
設
設
置
の
費
用
が
補

正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
県
か
ら
の
補
助
は

な
い
の
か
。

充
電
器
本
体
を
、

日
産
自
動
車
か
ら

寄
贈
さ
れ
工
事
費
を
市
が

負
担
す
る
。
県
か
ら
の
補

助
は
な
い
。

道
の
駅
は
平
成
23

年
３
月
に
開
業
し

て
ま
だ
１
年
も
経
過
し
て

い
な
い
の
に
、
補
正
予
算

を
１
３
０
０
万

円
も
計
上
し
て

行
う
必
要
性
が

あ
る
の
か
。

寄
贈
を

い
た
だ

い
た
日
産
自
動

車
か
ら
、
今
年

度
中
に
設
置
を

す
る
よ
う
要
望

が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
道
の
駅

は
開
業
時
の
計

画
以
上
の
お
客
様
に
来
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
ま
た
、

新
４
号
国
道
沿
い
に
は
、

充
電
施
設
を
設
置
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と
か

ら
、
必
要
と
判
断
し
て
今

回
補
正
予
算
を
計
上
し
た
。

教育
福祉
生
活
保
護
に
つ
い
て

総務

石
橋
地
区
の
ビ
ニ
プ
ラ
ご
み
処
理
計

画
に
つ
い
て
伺
う

経　済
建　設
道
の
駅
し
も
つ
け
電
気
自
動
車
充
電

施
設
設
置
の
県
か
ら
の
補
助
は
な
い

の
か

教育
福祉

市教育委員との
　懇談会を行いました

　12月15日、前年に引き続き市教育委員

との懇談会を行いました。

　「“下野市のより良い教育を目指して”

…市民が望む下野市の教育行政…」を

テーマに話し合い、これからの教育施策

に生かしていくことを確認し合いました。

■常任委員会の継続審査となったもの

付 議 事 件 名 紹介議員 付託委員会

市民会館（多目的大ホール付）

の早期建設を求める請願

岩永博美

野田善一
総　務

ＴＰＰ（環太平洋連携協定）交

渉反対に関する陳情
経済建設

電気自動車充電施設（道の駅思川）

問問 答

答

問答

問答

※
平
成
28
年
度
か
ら
は

小
山
広
域
保
健
衛
生
組

合
の
処
理
施
設
（
野
木

町
に
建
設
予
定
）
で
処

理
す
る
予
定
で
す
。

委

員

会

報

告

○
委
員
会
の
意
見

　

充
電
器
使
用
料
は
徴

収
し
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
正
当
な
料
金
を
徴

収
す
べ
き
と
考
え
る
。
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　第４回定例会では、９人
の議員が市政に対し、一般
質問を行いました。質問と
答弁の内容を要約して掲載
します。
　なお、紙面の都合により、
掲載は１人につき１項目と
し、ほかの質問事項は項目
のみ掲載しております。

特別養護老人ホームいしばし（下古山）

特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

　

福
祉
計
画
に
盛
り
込
み
、
施
設
拡
充
を
図
る

高
齢
者
の
ひ
と
り
暮

ら
し
や
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
が
着
実
に
ふ
え

て
い
る
状
況
の
中
で
、
特
養

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
待
機
者

が
ふ
え
て
い
る
。
介
護
す
る

方
も
高
齢
者
と
な
り
、
家
族

の
支
え
に
も
限
界
が
あ
る
。

超
高
齢
社
会
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
、
施
設
の
拡
充
が

必
要
だ
。

市
長　

市
内
特
養
老

人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

は
81
名
。
各
施
設
と
も
満
床

の
状
況
で
、
今
後
も
急
速
な

高
齢
者
人
口
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
。
今
年
度
策
定
の
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
中
に
、

待
機
者
数
を
充
足
す
る
整
備

量
を
盛
り
込
み
、
老
人
福
祉

施
設
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

福
祉
計
画
に
盛
り
込

む
施
設
の
詳
細
は
。

健
康
福
祉
部
長　

市

が
事
業
者
の
指
定
が

で
き
、
原
則
下
野
市
民
の
み

が
利
用
で
き
る
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
で
、
特
養
老
人
ホ

ー
ム
を
２
箇
所
、
認
知
症
の

方
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
１

箇
所
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

50
人
規
模
の
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
誘
致
も
考
え
て
い
る
。

吉 田 　 聡 議員

１�．高齢者施設拡充への取り組み

について

２�．市有地の利活用について

３�．部活動大会遠征費補助につい

て

問問
答

答

答

8

問
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平成23年11月より運行を開始したデマンドバス「おでかけ号」

市長のタウントークのようす

高
齢
者
の「
お
で
か
け
号
」利
用
に
割
引
券
の
発
行
を

　

利
用
経
過
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
す
る

市
長
の
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
抜
本
的
な
見
直
し
を

　

工
夫
改
善
を
加
え
て
開
催
し
て
い
く

平
成
24
年
３
月
末
日

で
福
祉
タ
ク
シ
ー
事

業
で
の
高
齢
者
の
利
用
が
で

き
な
く
な
る
。
ま
た
、
き
ら

ら
号
・
ふ
れ
あ
い
号
の
運
行

も
終
了
す
る
。
「
お
で
か
け

号
」
を
利
用
す
る
高
齢
者
に

割
引
券
の
発
行
を
提
案
す
る

が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

先
進
事
例
も

参
考
に
し
て
、
下
野

市
地
域
公
共
交
通
会
議
の
慎

重
審
議
を
踏
ま
え
料
金
の
設

定
を
し
た
。
今
後
、
高
齢
者

に
対
す
る
割
引
券
交
付
な
ど

の
検
討
も
含
め
利
便
性
の
向

上
と
持
続
可
能
な
地
域
公
共

交
通
の
確
立
を
進
め
て
い
き

た
い
。

確
実
に
進
ん
で
い
る

高
齢
者
社
会
の
中
、

高
齢
者
が
車
を
運
転
し
て
の

交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て

い
る
。
高
齢
者
が
自
主
的
に

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
と

き
に
、
「
お
で
か
け
号
」
を

利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の

施
策
を
。市

長　

公
共
交
通
と

い
う
こ
と
で
、
高
齢

化
の
進
む
中
で
、
市
民
の
気

軽
な
足
に
な
っ
て
も
ら
う
た

め
の
「
お
で
か
け
号
」
で
あ

る
。
今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
部
分
に
つ
い
て
検
討
を
含

め
、
研
究
を
す
る
。

幹
部
職
員
全
員
の
出

席
で
市
民
と
対
峙
す

る
よ
う
な
会
場
設
営
は
市
民

が
圧
迫
感
を
感
じ
、
入
室
及

び
発
言
し
や
す
い
環
境
で
は

な
い
。
市
民
が
参
加
し
や
す

い
会
場
設
営
を
求
む
。

市
長　

全
て
の
分
野

に
つ
い
て
答
え
ら
れ

る
よ
う
、
全
幹
部
職
員
を
出

席
さ
せ
て
い
る
。
質
問
が
し

に
く
い
こ
と
も
踏
ま
え
て
事

前
に
質
問
を
預
か
る
こ
と
も

し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
意

見
交
換
が
で
き
る
よ
う
今
後

と
も
工
夫
し
て
い
く
。

参
加
者
に
つ
い
て
、

特
に
国
分
寺
・
南
河

内
地
区
は
少
な
い
。
昨
年
10

月
開
催
の
国
分
寺
地
区
で
は

実
質
一
般
市
民
よ
り
関
係
職

員
の
方
が
多
か
っ
た
。
参
加

者
数
に
職
員
や
議
員
は
カ
ウ

ン
ト
す
べ
き
で
は
な
い
。
な

ぜ
参
加
者
が
少
な
い
の
か
の

問
題
の
本
質
が
隠
れ
て
し
ま

う
。
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

市
長　

職
員
も
市
民

で
あ
り
、
特
別
な
呼

び
込
み
は
し
て
い
な
い
。
自

主
的
に
参
加
し
て
い
る
。
参

加
者
が
多
い
か
少
な
い
か
の

問
題
で
は
な
く
市
民
が
足
を

運
ん
で
意
見
交
換
の
場
を
も

っ
て
い
る
か
が
大
前
提
で
重

要
と
と
ら
え
て
い
る
。

小谷野 晴夫 議員

１�．中学生の自転車通学時の安全

対策について

２�．おでかけ号の運行に伴う高齢

者へのサービスについて

塚 原 良 子 議員

１�．「市長のタウントーク」抜本

的な見直しを

問

問

問

問

問

問

答
答

答
答

答

答

一

般

質

問
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栃木県における健康診断・人間ドックの受診状況
〜栃木県県民健康・栄養調査（Ｈ21年度）より〜

「
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置
を

　

新
庁
舎
建
設
の
際
に
検
討

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
か
ら
補
助
を
す
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

や
「
長
期
財
政
健
全

化
計
画
」
を
実
現
す
る
た
め

に
は
市
民
と
の
情
報
共
有
が

大
切
だ
。
情
報
公
開
条
例
の

趣
旨
・
効
果
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、
情
報
共
有
を
ど
の

よ
う
に
果
た
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

情
報
公
開
条

例
の
趣
旨
は
市
保
有

情
報
の
原
則
公
開
と
積
極
的

提
供
で
あ
る
。
市
政
の
透
明

性
を
高
め
る
こ
と
で
、
施
策

へ
の
正
し
い
理
解
と
相
互
信

頼
を
築
く
効
果
が
あ
る
。
広

報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も

ち
ろ
ん
、
Ｉ＊

Ｃ
Ｔ
を
用
い
た

情
報
発
信
手
段
、
市
政
懇
談

会
等
を
活
用
し
情
報
提
供
し

て
い
き
た
い
。

現
在
、
大
多
数
の
市

民
が
接
触
す
る
行
政

情
報
は
、
行
政
計
画
の
概
略

と
お
知
ら
せ
記
事
に
と
ど
ま

る
。
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
世
帯
も
あ
る
。
条
例

22
条
を
踏
ま
え
、
行
政
情
報

に
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権

利
を
保
証
す
る
た
め
に
「
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
」
の
設
置

を
求
め
る
。

市
長　

議
会
図
書
室

の
活
用
は
考
え
ら
れ

る
。
新
庁
舎
建
設
の
際
に
検

討
し
て
い
く
方
向
と
し
た
い
。

人
間
ド
ッ
ク
の
対
象

者
は
30
歳
以
上
75
歳

未
満
の
者
、
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
で
国
保
税
を
完
納

し
て
い
る
世
帯
の
者
、
特
定

健
診
を
受
診
し
て
い
な
い
者

と
な
っ
て
い
る
。
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
が
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
す
る
場
合
、
全
額

自
己
負
担
に
な
る
。
後
期
高

齢
者
ほ
ど
健
康
を
害
す
る
可

能
性
が
高
く
、
人
間
ド
ッ
ク

受
診
に
つ
い
て
、
少
額
で
も

補
助
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

健
康
で
過
ご

し
た
い
と
思
う
気
持

ち
は
、
だ
れ
で
も
同
じ
で
あ

り
、
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
病

気
の
リ
ス
ク
も
高
ま
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
の
健
康
管
理

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
75
歳
以
上
の
後

期
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健

康
診
査
は
、
現
在
小
山
地
区

の
医
療
機
関
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
個
別
健
診
を
実
施
し
、

費
用
は
本
人
負
担
な
く
無
料

と
な
っ
て
い
る
。
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
た
い
と
考
え
る

後
期
高
齢
者
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
も
伺
う
の
で
、
高

齢
者
の
健
康
管
理
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
た
め
に
、
後

期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
補

助
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
実

施
す
る
。

磯 辺 香 代 議員

１．市民との行政情報共有の効果

をどう認識し、どう実践していこ

うとしているのか

岩 永 博 美 議員

１�．後期高齢者の人間ドックにつ

いて

２．教科書採択について

問

問

問

問

答
答

答
答

答

問 一

般

質

問

〜下野市情報公開条例（抜粋）〜
( 情報提供の充実 )

第�22条　市長は、その保有する情報の公

開の総合的な推進を図るため、実施機

関の保有する情報が適時に、かつ適切

な方法で市民に明らかにされるよう、

情報の提供に関する施策の充実に努め

るものとする。

＊ＩＣＴ…情報通信技術。情報・通信に関連する技術一般の総称。ＩＴとほぼ同じ意味。
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地主の管理不足により荒れている土地

市
の
電
力
調
達
に
入
札
制
度
を
導
入
を

　

特
定
規
模
電
気
事
業
者
を
含
め
た
入
札
実
施
を
検
討

不
在
地
主
対
策
を
伺
う

　

連
絡
指
導
を
し
て
い
く

下
野
市
発
足
後
、
市

有
施
設
の
年
間
消
費

電
力
と
電
気
料
金
の
推
移

は
。
ま
た
、
電
力
小
売
事
業

の
自
由
化
は
契
約
電
力
50�

kw

以
上
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い

る
。
入
札
実
施
等
に
よ
り
電

気
代
削
減
に
努
力
し
、
そ
の

削
減
成
果
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
推
進
の
原
資
と

し
て
活
用
さ
れ
た
い
。

市
長　

３
庁
舎
に
つ

い
て
、
平
成
22
年
度

は
18
年
度
対
比
で
消
費
電
力

は
19
・
１
％
、
電
気
料
金
は

12
・
３
％
の
増
加
と
な
り
、

全
体
的
に
消
費
電
力
は
増
加

傾
向
で
あ
る
。
電
気
事
業
は

独
占
的
供
給
か
ら
、
12
年
度

よ
り
順
次
自
由
化
さ
れ
た
。

ま
た
、
特＊

定
規
模
電
気
事
業

者(

Ｐ
Ｐ
Ｓ)

に
切
り
替
え
る

と
電
気
料
金
削
減
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
が
、
電
力
供
給
能

力
や
信
頼
性
・
障
害
発
生
時

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
未
知
数
、

東
電
の
送
電
線
を
使
用
す
る

た
め
同
様
に
計
画
停
電
す
る
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
多
く

な
る
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
経
費
節
減
の
た
め

入
札
実
施
を
検
討
し
、
節
電

に
よ
る
削
減
効
果
と
あ
わ
せ

て
、
市
有
施
設
へ
の
太
陽
光

発
電
の
設
置
を
進
め
る
。

不
在
地
主
所
有
の
家

や
敷
地
の
管
理
不
足

に
よ
り
歩
行
が
困
難
な
場
所

や
家
の
ト
タ
ン
、
瓦
な
ど
が

落
下
す
る
危
険
な
箇
所
が
見

受
け
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
に

不
在
地
主
と
連
絡
を
取
り
合

い
そ
し
て
、
警
察
、
消
防
と

防
犯
や
火
災
の
予
防
面
で
連

携
を
取
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
全
国
の
自
治
体
に
お
い

て
は
、
近
年
、
空
き
家
条
例

等
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
条
例
を
い
か
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

市
長　

空
き
家
や
空

き
地
の
管
理
は
所
有

者
の
責
務
と
し
て
適
正
な
管

理
を
す
べ
き
で
あ
り
、
不
在

地
主
に
お
い
て
も
同
様
の
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。
現
実

的
に
は
家
や
敷
地
の
管
理
不

足
に
よ
り
、
防
犯
上
の
問
題

や
災
害
時
の
危
険
性
、
通
行

の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
は
苦
情
等
が
あ
っ

た
時
点
で
関
係
団
体
と
連
携

し
電
話
や
訪
問
に
よ
り
、
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
き

家
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、

個
人
財
産
の
権
利
上
問
題
な

ど
も
あ
り
、
先
進
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
慎
重
に
検
討

し
て
い
く
。

村 尾 光 子 議員

１�．市の電力調達に入札制度を導

入されたい

２�．温室効果ガス排出削減対策の

一環に国内クレジット制度を導

入されたい

大 島 昌 弘 議員

１．不在地主対策を伺う

問

問

問

問

答

答

答

答

一

般

質

問

電力市場の概要
〜経済産業省北海道経済産業局ホームページから一部改編〜

＊特定規模電気事業者(ＰＰＳ)…一般電気事業者 (東京電力等 )以外で電力の自由化対象需
　要家 (契約電力が 50Kw 以上 )に電力会社の送電線を利用して電気を供給する事業者 ｡
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合併特例債を活用して大規模改修した石橋北小学校校舎

解体を検討している旧石橋中学校体育館

旧
石
橋
中
学
校
体
育
館
の
解
体
と
利
用
計
画
は

　

早
急
な
解
体
と
将
来
を
見
据
え
た
利
用
計
画
を
す
る

本
市
は
合
併
特
例
債
５
年
間
延
長
に
適
合
す
る
か

　

お
お
む
ね
適
合
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る

旧
石
橋
中
体
育
館
は

築
50
年
が
過
ぎ
、
現

在
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
現

状
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
、
ス
ポ
ー
ツ
備
品
倉
庫

と
し
て
一
部
を
利
用
し
て
い

る
。
学
童
保
育
、
適
応
指
導

教
室
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
南
側
施
設
を
使
用
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
体
育

館
内
部
は
床
が
傷
み
、
外
部

は
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て
落
下

し
非
常
に
危
険
で
あ
り
、
早

急
に
解
体
整
備
を
す
べ
き
で

あ
る
。

市
長　

旧
石
橋
中
体

育
館
は
フ
ッ
ト
サ
ル

や
レ
ス
リ
ン
グ
利
用
者
に
開

放
し
て
い
た
が
建
物
の
老
朽

化
が
進
み
平
成
22
年
８
月
か

ら
使
用
を
中
止
し
て
い
る
。

現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の

備
品
倉
庫
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ
利
用
者
の
倉
庫

と
し
て
一
部
を
限
定
的
に
使

用
し
て
い
る
。
ご
指
摘
の
よ

う
に
建
物
の
危
険
性
か
ら
す

る
と
解
体
は
や
む
を
得
な
い

と
考
え
て
い
る
。
敷
地
に
つ

い
て
は
学
童
野
球
や
自
治
会
、

南
側
施
設
は
適
応
指
導
教
室
、

学
童
保
育
な
ど
に
有
効
活
用

さ
れ
て
お
り
、
当
面
は
こ
の

状
態
で
活
用
し
体
育
館
を
取

り
壊
し
た
後
の
活
用
も
含
め

将
来
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

合
併
特
例
債
の
発
行

期
限
に
つ
い
て
、
特

定
被
災
区
域
の
合
併
市
町
村

は
10
年
間
の
延
長
、
被
災
地

以
外
の
合
併
市
町
村
も
５
年

間
延
長
す
る
改
正
法
案
が
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
案

が
国
会
を
通
っ
た
場
合
、
本

市
は
５
年
間
の
延
長
に
適
合

す
る
の
か
。

市
長　

現
時
点
に
お

い
て
は
詳
細
な
要
件

等
が
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、

改
正
法
案
の
可
決
後
に
は
県

と
連
携
を
密
に
し
て
、
県
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
必
要
な

手
続
き
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
現
在
、
下
野
市
総
合

計
画
を
策
定
中
で
あ
り
、
そ

の
計
画
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
施
策
・
事
業
の
着
実
な

推
進
を
図
り
つ
つ
、
下
野
市

長
期
財
政
健
全
化
計
画
に
お

け
る
地
方
債
の
整
合
性
も
図

り
、
手
続
き
と
し
て
必
要
と

さ
れ
る
新
市
建
設
計
画
に
お

け
る
地
方
債
の
活
用
計
画
の

事
業
期
間
延
長
や
借
入
限
度

額
等
の
検
討
に
つ
い
て
議
会

と
も
十
分
に
協
議
し
、
慎
重

に
進
め
て
い
き
た
い
。

須 藤 　 勇 議員

１�．新庁舎建設に伴う、現３庁舎のあり
方。陸上競技場の整備計画について

２�．旧石中体育館の解体と周辺整備に
ついて

３�．井戸水から発がん性物質の検出に
ついて

４．文化会館の建設について

目 黒 民 雄 議員

１．合併特例債について

問

問

問

問

答

答

答
答

一

般

質

問
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皆 様 の ご 要 望 を 市 議 会 に お 知 ら せ く だ さ い
　市議会に要望はありませんか。市民の皆様のご要望等

について、市議会へ要望書を提出して議会で話し合って

もらう制度があります。

　紹介議員があるものを請願といい、紹介議員がないも

のを陳情といいます。

①必ず書面で作成してください。

②提出年月日を記載してください。

③�請願（陳情）者の住所及び氏名を記載し、押印してく

ださい。

④�請願の場合は、１人以上の紹介議員の氏名を本人直筆

で記載し、押印してください。（陳情の場合は不要）

⑤�題名を記載してください。（紹介議員がいる場合は請

願、いない場合は陳情としてください）

⑥�請願（陳情）の要旨及び理由を明記してください。内

容は簡潔に、わかりやすく記載してください。

⑦�資料等（グラフ・表・地図・図面等）があれば添付し

てください。

　請願・陳情は文書にて定例会開会日の14日前までに直

接議会事務局までご提出ください。

　ただし、郵送での提出は不可とします。

請 願・ 陳 情 の 提 出 の し か た
委員会における審査のようす

例
平成　年　月　日

下野市議会議長あて

　　　　　　　請願（陳情）者 

　　　　　　　　　　　住所 

　　　　　　　　　　　氏名 ㊞
　　　　　　　紹介議員氏名 ㊞

○○○に関する請願（または陳情）

（要旨及び理由） 

 

第
２
回
臨
時
会

　

地
方
公
務
員
の
１
時
間

当
た
り
の
額
の
算
出
根
拠

に
つ
い
て
、
総
務
省
通
達

に
よ
り
国
家
公
務
員
に
準

拠
し
て
い
た
も
の
を
労
働

基
準
法
に
準
拠
す
る
よ
う

に
し
た
こ
と
、
及
び
人
事

院
よ
り
民
間
給
与
と
の
較

差
に
基
づ
く
給
与
改
定
の

勧
告
が
な
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
「
下
野
市
職

員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
」
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。
こ
の

改
正
に
よ
り
、
本
市

職
員
の
月
例
給
を

０
・
23
％
引
き
下
げ
、

４
月
か
ら
11
月
ま
で

に
支
給
さ
れ
た
月
例

給
及
び
６
月
の
期
末

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
、

較
差
相
当
分
の
額
を

12
月
の
期
末
勤
勉
手
当
か

ら
減
額
調
整
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
条
例
の
改

正
に
伴
い
、
「
下
野
市
職

員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
」
及
び
「
下
野
市
職

員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
」

を
そ
れ
ぞ
れ
一
部
改
正
し

ま
し
た
。

市
職
員
の
給
与
を
減
額
改
定

３
年
連
続
の
減
額
に

　

平
成
23
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
11
月
29
日
に
１

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
案
に
よ
り
条
例
改
正
案
１
件
が
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議事進行をする岡本議長

11月29日（１日間）11月29日（１日間）11月29日（１日間）

第２回第２回第２回

下野市議会臨時会下野市議会臨時会下野市議会臨時会
平成23年平成23年平成23年
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議
会
改
革
調
査

第
４
回
委
員
会

12
月
７
日

本
会
議
で
中
間
報
告

す
る
内
容
を
確
認

　

12
月
21
日
に
行
わ
れ
る

本
会
議
に
お
い
て
、
す
で

に
委
員
会
で
決
定
し
て
い

る
３
項
目
を
中
間
報
告
す

る
の
で
、
報
告
内
容
の
確

認
を
行
っ
た
。

（
報
告
内
容
は
３
ペ

ー
ジ
を
参
照
）

今
後
の
進
め
方

を
協
議

　

協
議
し
て
い
く
項

目
の
順
番
は
一
番
初

め
に
決
め
た
と
お
り

の
順
序
を
追
っ
て
い

き
、
委
員
会
に
お
い

て
何
か
ら
検
討
す
る

か
、
委
員
の
意
見
聴

取
を
行
い
、
委
員
長

名
で
文
書
を
出
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

　

会
津
若
松
市
議
会
で
は

平
成
19
年
５
月
に
政
治
倫

理
条
例
及
び
議
会
基
本
条

例
の
制
定
に
向
け
検
討
委

員
会
を
開
催
し
、
平
成
20

年
６
月
条
例
を
制
定
し
た
。

　

市
民
の
多
様
な
意
見
を

把
握
し
、
政
策
立
案
、

評
価
ま
で
つ
な
げ
る

「
政
策
形
成
サ
イ
ク
ル
」

を
確
立
し
市
民
と
の
意

見
交
換
会
を
、
平
成
23

年
３
月
に
議
会
基
本
条

例
の
改
正
を
行
い
明
文

化
し
義
務
規
定
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
市
政
に
関
す

る
重
要
な
政
策
及
び
課

題
に
対
し
て
、
政
策
立

案
及
び
政
策
提
言
を

推
進
す
る
た
め
政
策

討
論
会
を
行
う
な
ど
、

議
員
間
の
討
議
に
よ

る
合
意
形
成
に
努
め

て
い
る
。

　

栃
木
市
議
会
で
は
、

旧
市
時
代
、
今
ま
で

の
議
会
改
革
の
取
り

組
み
を
、
議
員
改
選

が
あ
っ
て
も
継
承
し

て
い
く
た
め
、
条
例

と
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
し
、
栃
木

県
内
で
最
初
に
議
会
基
本

条
例
を
制
定
。
さ
ら
に
市

町
合
併
に
よ
り
、
各
市
町

議
会
の
違
っ
て
い
た
ル
ー

ル
を
統
一
す
る
た
め
、
新

た
に
平
成
23
年
４
月
に
議

会
基
本
条
例
を
制
定
し
た
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
議
会
機
能
を
さ
ら
に

高
め
、
市
民
に
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
た
め
、
平

成
22
年
７
月
に
議
会
改
革

検
討
委
員
会
を
設
置
。
市

民
と
の
意
見
交
換
を
旧
栃

木
市
で
１
回
開
催
し
、
新

栃
木
市
と
し
て
、
平
成
24

年
１
月
に
12
回
の
意
見
交

換
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

両
市
議
会
と
も
、
議
会

基
本
条
例
を
策
定
す
る
の

が
目
的
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
議
会
改
革
を
行
う
た

め
の
手
段
で
あ
り
、
二
元

代
表
制
を
踏
ま
え
市
民
の

負
託
に
こ
た
え
る
よ
う
、

市
民
の
意
見
を
市
政
に
反

映
さ
せ
、
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
、
信
頼
さ
れ
る
議

会
を
目
指
し
、
継
続
し
て

議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

今
回
の
研
修
の
成
果
を

踏
ま
え
、
議
会
改
革
を
進

め
、
市
民
の
負
託
に
的
確

に
こ
た
え
、
市
民
に
開
か

れ
た
活
気
あ
る
下
野
市
議

会
と
す
る
た
め
、
本
委
員

会
の
今
後
の
協
議
検
討
に

生
か
し
て
い
き
た
い
。

中
間
報
告
の
内
容
を
確
認

議会改革調査
特別委員会

　

議
会
改
革
調
査
特
別

委
員
会
は
、
議
会
機
能

の
あ
り
方
、
組
織
構
成

及
び
報
酬
等
議
会
改
革

に
関
す
る
調
査
研
究
を

目
的
と
し
、
議
長
を
除

く
全
議
員
で
構
成
し
て

い
ま
す
。

　

当
委
員
会
の
協
議
・

検
討
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

第４回委員会のようす

視察研修報告

〜福島県会津若松市（11月16日）、栃木市（11月17日）〜参加委員：16人

議会基本条例を学ぶ

会津若松市役所においての研修のようす

栃木市役所においての研修のようす

議会改革調査
特別委員会
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おしえて !?
議会用語

～第６回～

Dr. シモツ
ケの

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

議会用語というのは難しいのう。

そんな疑問にワシがわかりやす

く解説していくぞい。

�よく議会で意見書を政

府に提出したって聞く

けど、意見書って何？

なるほど。じゃあ、意見

書はどのような手続きで

提出するの？

　市議会の権限で、市では対応

できない公益に関することにつ

いて、国会または関係行政庁な

どに対し、議会としての考え

や意思を意見としてまとめた

文書を提出することができるん

じゃ。これを意見書という。ち

なみに、当該市長あてに意見書

を提出することはできないん

じゃよ。

　一般的には市民等から提出さ

れた請願や陳情を議会が審査し

て、その願意に賛同できれば議

会の議決で採択する。採択され

た請願等をもとに意見書案を作

成し、議会で議決されれば意見

書として国会などに提出するこ

とになるんじゃ。もちろん、請

願等がなくとも、議会独自で意

見書案を作成することもできる

んじゃよ。

Dr. シモツケ

議
会
改
革
調
査

お
し
え
て
⁉ 

議
会
用
語

議 会 の 動 き
11 月
１日　総務常任委員会

９日　全国市議会議長会基地協議会関東部会総会

10日　大阪府大東市議会視察来庁

　　　〜児童表彰について〜

11日　全国市議会議長会第91回評議員会

1 6 ・17日　議会改革調査特別委員会視察研修

　　　　　〜議会改革と議会基本条例について〜

(福島県会津若松市、栃木市)

22日　議会運営委員会

　　　議員全員協議会

28日　石橋地区消防組合議会臨時会

29日　第２回臨時会

30日　議会運営委員会

1₂ 月
７〜21日　第４回定例会

７日　議会改革調査特別委員会

21日　議員全員協議会

　　　議会広報特別委員会

27日　石橋地区消防組合議会定例会

１月
11日　議会広報特別委員会

12日　佐賀県唐津市議会視察来庁

　　　〜薬師寺ボランティアについて〜

17日　議会改革調査特別委員会

　　　総務常任委員会

19日　議会広報特別委員会

24日　京都府八幡市議会視察来庁

　　　〜薬師寺ボランティアについて〜

26・27日　小山広域保健衛生組合議会視察研修

(富山県高岡市)

31日　議会広報特別委員会

市議会本会議の会議録が検索できます

①ホームページで閲覧（市ホームページからも入れます）

　会議録検索システム
　http://www.kaigiroku.net/kensaku/
　� shimotsuke/shimotsuke.html

②市内３図書館で冊子を閲覧
　・南河内図書館　・石橋図書館　・国分寺図書館

※�会議録作成に時間を要すため、若干遅延する場合

がございますが、ご了承願います。
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下
野
市
議
会
だ
よ
り
№
₂₃

平
成
24
年
２
月
15
日
発
行　

年
４
回
発
行

〒
３
２
９
ー

０
４
９
２�

栃
木
県
下
野
市
小
金
井
１
１
２
７
番
地

電
話
０
２
８
５

（40）
５
５
６
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
８
５

（40）
５
５
６
７

第４回定例会

２月 ₂₉日㈬
開会予定

議
会
だ
よ
り
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

①
紙
面
は
見
や
す
か
っ
た
で
す
か
。

•
見
や
す
い　

•
普
通　

•
見
に
く
い

②
印
象
に
残
っ
た
記
事
は
何
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
複
数
回
答
可
）

•
行
政
視
察
の
復
命
を
義
務
化

•
８
会
計
の
補
正
予
算
を
可
決

•
常
任
委
員
会
審
査
報
告

•
市
政
を
た
だ
す
一
般
質
問

•
第
２
回
臨
時
会
の
記
事

•
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の
記
事

•
お
し
え
て
!?　

議
会
用
語

•
編
集
後
記

③
ご
意
見
・
感
想
を
自
由

　

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ご
感
想
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー

ル
、
電
話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

お
願
い
し
ま
す
。

　

「
先
進
地
」は
注
目
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
事
例
が

な
い
こ
と
へ
の
取
り
組
み

は
、
相
当
な
知
恵
と
勇
気

が
必
要
で
失
敗
の
危
険
性

も
あ
る
。
し
か
し
、
人
口

減
少
時
代
を
乗
り
越
え
る

に
は
、
ほ
か
と
は
違
っ
た

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

展
開
し
情
報
発
信
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

全
国
各
地
の
市
議
会
か

ら
視
察
が
相
次
い
で
い
る

（
Ｐ
15
議
会
の
動
き
参
照
）
。

内
容
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

本
市
が
視
察
先
に
選
ば
れ

た
こ
と
は
、
魅
力
的
で
、

見
る
価
値
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　

道
の
駅
は
順
調
に
ス

タ
ー
ト
、
新
庁
舎
建
設
も

進
ん
で
い
る
。
今
後
も
話

題
性
を
発
信
し
な
が
ら
地

域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て

「
先
進
地
視
察
」
の
目
玉
が

で
き
れ
ば
、
知
名
度
は
上

が
り
、
地
域
社
会
や
経
済

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
と
思
う
。

（
吉
田　

聡
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委�

員�

長　

小
谷
野
晴
夫

副
委
員
長　

吉
田　
　

聡

委　
　

員　

髙
山　

利
夫

塚
原　

良
子

髙
橋　

芳
市

大
島　

昌
弘

次
号（
第
24
号
）は
５
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

議 会 を 傍 聴 し て み ま せ ん か？
　次回、平成 ₂₄ 年第１回定例会は、2月₂₉日㈬
の開会を予定しております。
　傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所
国分寺庁舎３階議会事務局前に直接お越しくだ
さい。その際、備え付けの受付票に住所・氏名
を記入し、受付箱に投函していただきます。

16

詳しい日程は決定次第、市ホームページ

でお知らせいたします。
http://www.city.shimotsuke.lg.jp
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